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◆
報
告
案
件

　

協
議
会
規
約
第
7
条
第
1
項
第
2
号

に
規
定
す
る
委
員
と
し
て
、
新
居
浜
市

議
会
議
長
及
び
副
議
長
の
交
代
に
伴
う

委
員
の
解
職
及
び
委
嘱
を
報
告
し
ま
し

た
。

　

◎
解
職
し
た
委
員

　
　
　

山　

本　

健
十
郎

　
　
　

近　

藤　
　
　

司

　

◎
委
嘱
し
た
委
員

　
　
　

藤　

田　

若　

満

　
　
　

加　

藤　

喜
三
男

◆
協
議
案
件

　

報
告
に
引
き
続
き
協
議
項
目
と
し
て

　

件
の
協
議
案
を
提
案
し
ま
し
た
。

10協
議
第
9
号

◎
合
併
の
期
日
に
つ
い
て

　

合
併
の
期
日
を
平
成　

年
4
月
1

15

日
と
す
る
。

　

新
年
度
か
ら
組
織
体
制
が
確
立
さ

れ
、
効
率
的
な
行
政
運
営
が
図
ら
れ

る
と
と
も
に
、
年
度
区
切
り
で
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
こ

と
、
年
度
当
初
か
ら
合
併
後
の
市
と

し
て
、
予
算
執
行
が
可
能
で
あ
り
、

早
期
に
新
市
建
設
計
画
に
着
手
で
き

る
こ
と
か
ら
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

◎
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
。

協
議
第　

号
10

◎
地
域
審
議
会
の
設
置
の
取
扱
い
に
つ

い
て

　

別
子
山
村
区
域
に
市
町
村
の
合
併

の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
昭
和　

年
40

法
律
第
6
号
。
以
下
「
合
併
特
例
法
」

と
い
う
。）
第
5
条
の
4
の
規
定
に
よ

る
地
域
審
議
会
を
置
く
。

　

合
併
後　

年
間
の
地
域
振
興
が
、

10

新
市
計
画
に
基
づ
き
予
定
通
り
行
わ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る

と
と
も
に
、
将
来
実
情
に
応
じ
た
計

画
変
更
に
つ
い
て
も
審
議
し
、
答
申

す
る
機
関
と
し
て
設
置
す
る
こ
と
を

提
案
し
ま
し
た
。

◎
提
案
の
と
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
第　

号
11

◎
議
会
の
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
特

例
に
関
す
る
取
扱
い
に
つ
い
て

1　

別
子
山
村
の
議
会
の
議
員
は
、
合

併
特
例
法
第
7
条
第
1
項
第
2
号
の

規
定
を
適
用
し
、
新
居
浜
市
の
議
会

の
議
員
の
残
任
期
間
、
新
居
浜
市
の

議
会
の
議
員
と
し
て
引
き
続
き
在
任

す
る
も
の
と
す
る
。

2　

両
市
村
の
合
併
後
、
最
初
に
行
わ

れ
る
一
般
選
挙
に
お
い
て
は
、
合
併

特
例
法
第
7
条
第
3
項
の
規
定
を
適

用
し
、
当
該
一
般
選
挙
に
よ
り
選
出

さ
れ
る
新
居
浜
市
の
議
会
の
議
員
の

任
期
に
相
当
す
る
期
間
に
つ
い
て
、

別
子
山
村
を
区
域
と
す
る
選
挙
区
を

設
け
、
新
居
浜
市
の
議
会
の
議
員
の

定
数
（
以
下　
「
旧
定
数
」
と
い
う
。）

に
人
口
比
率
を
乗
じ
て
得
た
数
1
名

を
、
新
居
浜
市
の
旧
定
数
に
加
え
た

数
を
も
っ
て
新
居
浜
市
の
議
会
の
議

員
の
定
数
と
す
る
も
の
と
す
る
。

　

合
併
時
に
在
職
す
る
別
子
山
村
議

会
議
員
全
員
を
新
居
浜
市
議
会
議
員

と
す
る
。
合
併
後
最
初
の
一
般
選
挙

に
お
い
て
は
、
別
子
山
地
区
に
定
数

1
人
の
選
挙
区
を
設
け
る
こ
と
と
し
、

次
の
一
般
選
挙
に
つ
い
て
は
な
く
す

こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

◎
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
。

協
議
第　

号
12

◎
農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
期
等
に
関

す
る
取
扱
い
に
つ
い
て

1　

別
子
山
村
の
農
業
委
員
会
は
、
新

居
浜
市
の
農
業
委
員
会
に
統
合
す
る

も
の
と
す
る
。

2　

別
子
山
村
の
農
業
委
員
で
選
挙
に

よ
る
委
員
で
あ
る
者
の
う
ち
2
名
は
、

合
併
特
例
法
第
8
条
第
1
項
第
2
号

の
規
定
を
適
用
し
、
新
居
浜
市
の
農

業
委
員
会
の
委
員
の
残
任
期
間
に
限

り
、
新
居
浜
市
の
農
業
委
員
会
の
選

挙
に
よ
る
委
員
と
し
て
引
き
続
き
在

任
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
2
名
の
選
出
に
つ
い
て
は
、

別
子
山
村
の
農
業
委
員
で
選
挙
に
よ

る
委
員
で
あ
る
者
の
互
選
に
よ
り
、

新
居
浜
市
の
農
業
委
員
会
の
選
挙
に

よ
る
委
員
と
し
て
在
任
す
る
者
を
定

め
る
も
の
と
す
る
。

　

別
子
山
村
の
農
業
委
員
会
は
、
新

居
浜
市
の
農
業
委
員
会
に
統
合
す
る
。

　

別
子
山
村
の
農
業
委
員
で
選
挙
に

よ
る
委
員
で
あ
る
も
の
の
う
ち
2
名

は
、
新
居
浜
市
の
農
業
委
員
会
の
委

員
の
残
任
期
間
に
限
り
、
新
居
浜
市

の
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
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平
成　

年
6
月
3
日
、
新
居
浜
市
役
所
6
階
議
員
全
員
協
議
会
室
に

14

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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と
し
て
引
き
続
き
在
任
す
る
も
の
と

す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

◎
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
。

協
議
第　

号
13

◎
地
方
税
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　

地
方
税
は
、
新
居
浜
市
の
制
度
に

統
一
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

個
人
市
民
税
の
均
等
割
及
び
法
人
市

民
税
の
税
割
の
税
率
に
つ
い
て
は
、

合
併
特
例
法
第　

条
の
規
定
に
よ
り
、

10

合
併
が
行
わ
れ
た
日
の
属
す
る
年
度

に
限
り
、
不
均
一
課
税
と
す
る
。

◎
提
案
の
と
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
第　

号
14

◎
使
用
料
、
手
数
料
等
の
取
扱
い
に
つ

い
て

1　

使
用
料
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し

て
当
面
現
行
ど
お
り
と
す
る
。
た
だ

し
、
公
民
館
及
び
火
葬
場
の
使
用
料

に
つ
い
て
は
、
新
居
浜
市
の
制
度
に

統
一
す
る
。

2　

手
数
料
に
つ
い
て
は
、
新
居
浜
市

の
制
度
に
統
一
す
る
も
の
と
す
る
。

3　

道
路
占
用
料
に
つ
い
て
は
、
新
居

浜
市
の
制
度
に
統
一
す
る
も
の
と
す

る
。

◎
提
案
の
と
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
第　

号
15

◎
公
共
的
団
体
（
補
助
団
体
を
含
む
）

等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　

各
種
公
共
的
団
体
（
補
助
団
体
を

含
む
。）
等
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
の

速
や
か
な
一
体
性
を
確
立
す
る
た
め
、

各
団
体
の
経
緯
、
実
情
等
を
尊
重
し

な
が
ら
、
統
合
整
備
に
努
め
る
も
の

と
す
る
。

　

た
だ
し
、
団
体
運
営
補
助
金
等
に

つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
の
経
緯
、
実

情
等
に
配
慮
し
つ
つ
、
予
算
措
置
の

段
階
で
調
整
す
る
も
の
と
す
る
。

1　

両
市
村
に
共
通
し
て
い
る
団
体
は
、

合
併
時
に
統
合
す
る
よ
う
調
整
に
努

め
る
も
の
と
す
る
。

2　

両
市
村
独
自
の
団
体
は
、
現
行
ど

お
り
と
す
る
が
、
市
地
域
全
体
の
均

衡
を
保
つ
よ
う
調
整
す
る
も
の
と
す

る
。

◎
提
案
の
と
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
第　

号
16

◎
事
業
費
補
助
金
等
の
取
扱
い
に
つ
い

て
　

事
業
費
補
助
金
等
に
つ
い
て
は
、

従
来
か
ら
の
経
緯
、
実
情
等
に
配
慮

し
つ
つ
調
整
を
図
る
も
の
と
す
る
。

1　

両
市
村
で
同
一
又
は
同
種
の
制
度

に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
新
居
浜

市
の
補
助
制
度
に
統
一
す
る
も
の
と

す
る
。

2　

両
市
村
独
自
の
補
助
制
度
で
、
廃

止
に
よ
り
住
民
生
活
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
面

現
行
ど
お
り
と
す
る
。

3　

整
理
統
合
で
き
る
補
助
制
度
に
つ

い
て
は
、
廃
止
す
る
も
の
と
す
る
。

◎
提
案
の
と
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
第　

号
17

◎
消
防
団
の
取
扱
い
に
つ
い
て

1　

合
併
時
に
新
居
浜
市
に
統
合
す
る

も
の
と
す
る
。

2　

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
つ
い
て

は
、
合
併
時
に
新
居
浜
市
の
制
度
に

統
一
す
る
も
の
と
す
る
。

3　

定
数
等
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

新
市
の
消
防
計
画
に
基
づ
き
調
整
す

る
も
の
と
す
る
。

◎
提
案
の
と
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
第　

号
18

◎
慣
行
の
取
扱
い
に
つ
い
て

1　

市　

章

　

新
居
浜
市
の
市
章
を
用
い
る
も
の

と
す
る
。

2　

名
誉
市
民
制
度
等

　

名
誉
市
民
制
度
及
び
表
彰
制
度
は
、

新
居
浜
市
の
制
度
に
統
一
す
る
も
の

と
す
る
。

3　

市
民
憲
章
等

　

新
居
浜
市
の
市
民
憲
章
等
を
用
い

る
も
の
と
す
る
。

4　

市
の
歌

　

新
居
浜
市
の
歌
を
用
い
る
も
の
と

す
る
。

5　

市
花
・
市
樹

　

新
居
浜
市
の
市
花
及
び
市
樹
を
用

い
る
も
の
と
す
る
。

◎
提
案
の
と
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
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沿　革�
元禄元禄4年（16911691年）銅の鉱脈鉱脈が発見発見され、別子銅山別子銅山として
世に名高名高く、住友企業発祥住友企業発祥の地、新居浜市発展新居浜市発展の母とな
り明治明治の隆盛時隆盛時は1万人以上万人以上の人口人口がある鉱山町鉱山町でしたが、
住友住友の閉山閉山（昭和昭和4848年）以降以降は陸地部陸地部では日本第本第2の寒
村となっています。�

沿　革�
元禄4年（1691年）銅の鉱脈が発見され、別子銅山として
世に名高く、住友企業発祥の地、新居浜市発展の母とな
り明治の隆盛時は1万人以上の人口がある鉱山町でしたが、
住友の閉山（昭和48年）以降は陸地部では日本第2の寒
村となっています。�

由　来�
別子銅山が発見されるまで、瓜生野
（ウリウノ）村と称され、銅山川も徳
島県山城町に注ぐため山城川と呼
ばれ、村の氏神山城神社があります。
別子は元来、新居浜市上南東部を
指し、奈良朝に「御村分君（ミムラ
ワケギミ）」が立川で鉱山を経営し
ていました。この別君（ワケギミ）の
下で働く子分たちを別子（ワケノコ）
と言っていましたが、ベッシと音読し、
銅山が盛える頃、別子の奥にある
山村であることにより「別子山村」
と称されるようになったとの説があり
ます。�

　別世界に入り込んだような錯覚に思わず息
をのむ、銅山川の秘境地帯です。さまざまな形
の岩が作り出す甌穴の群集は、長い時をかけ
て自然が作り出した芸術といえます。�

筏
目
、
マ
理
ら
大
が
に
発
。�

　ゆらぎの森は、赤石連山の四季折々の景色が望める絶景の場所に位置し、
都市と村との交流を通じ、山村の生活風土や自然環境保護の重要さを楽し
く遊びながら学ぶことの出来る施設です。公園内は、交流の場として活用で
きる「ゆらぎ館」と「巨大パーゴラ」、昔ながらの生活用具の製作等体験が出
来る「体験学習館」、森林浴や自然観察ができる森林公園、山野草や椎茸
の栽培体験ができる「山野草園・椎茸園」などの施設が整っています。�

　美しい自然の中で、ふるさと別子山村の歴史と文化を学んでもらおうと建設され
たふるさと館。銅山の歴史をたどることができるフォトパネルや銅製造工程パネル、
ヘルメットやかなづちなどの器具や美しい鉱石、そして別子山村の物産品なども数
多く展示してあります。�

アケボノツツジ�

ツガザクラ�

ふるさと館�

ゆらぎの森�

銅山川のおう穴�
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沿　革�
元禄4年（1691年）銅の鉱脈が発見され、別子銅山として
世に名高く、住友企業発祥の地、新居浜市発展の母とな
り明治の隆盛時は1万人以上の人口がある鉱山町でしたが、
住友の閉山（昭和48年）以降は陸地部では日本第2の寒
村となっています。�

　筏津地区の村営観光センター筏
津山荘には、山里の美味が満載。目
の前の清流銅山川で採れたアマゴ、
ニジマス料理や、春は山菜、秋にはマ
ツタケをたっぷり使った香り高い料理
などを楽しむことができます。こんぴら
大滝の水の落ちる音を耳に、そして大
自然のナチュラルカラーを目にしなが
らの憩いのひとときは、きっと思い出に
残るものに……。別子山村の情報発
信基地ともなっている宿泊施設です。�

　澄みわたる高原の風に吹かれて白樺並木を
抜けると、一面に咲き乱れる中七番のアヤメに
出会います。紫の香気を放ち、りんと咲き誇る
花の美しさに時を忘れてしまいます。�

　別子銅山が約280年もの繁栄の歴史に幕を降ろしたの
は昭和48年のことでした。今も村には数多くの坑道跡、建
造物の遺構などが残されており、当時の面影を語り続けて
います。�

　別子銅山系のうち、最初に採掘されたのが
この歓喜坑です。苦心の末、探し当てた鉱脈
の素晴らしさに人々が歓喜する声が響いてき
そうです。�

　銅山川渓谷の美しい自然の中にある南光
院は、銅山で働く人たちの信仰の中心でした。
坑夫たちを守り、家族の祈りを受け止めてきた
寺院は、力強く優しい母の面影をたたえて山里
にたたずんでいます。�

筏津山荘�

中七番�

旧別子歓喜坑�

南光院�

旧別子銅山跡�
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どうして今、
市町村合併なの
　～市町村を取り巻く潮流～
参考：「市町村合併研究会報告書」（平成 11年 5月 24 日）

住
民
の
日
常
社
会
生
活
圏

の
拡
大

　

交
通
・
情
報
通
信
手
段
の
発
達
や
経

済
活
動
の
進
展
に
伴
い
、
住
民
の
日
常

生
活
圏
は
市
町
村
の
区
域
を
越
え
て
ま

す
ま
す
拡
大
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
広
域
化
す
る
こ

と
も
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

併
せ
て
市
町
村
の
行
政
体
制
を
見
直
し
、

可
能
な
限
り
拡
大
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

地
方
分
権
の
推
進

　

地
方
分
権
が
い
よ
い
よ
実
行
の
段
階
と
な
り
、
自

己
決
定
・
自
己
責
任
の
原
則
の
下
、
住
民
に
身
近
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
各
地
域
で
責
任
を
も
っ
て
選

択
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
個
々
の
市
町
村
の
自
立
・
体
制
整
備
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
個
々
の
市
町
村
に
お
い
て
、
政
策

を
立
案
し
、
住
民
に
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と

や
、
選
択
・
実
施
さ
れ
る
施
策
を
裏
付
け
る
だ
け
の

税
財
源
を
充
実
す
る
こ
と
が
も
と
め
ら
れ
ま
す
。

少
子
・
高
齢
化
の
進
展

　

0
歳
か
ら　

歳
ま
で
の
年
少
人
口
の
割
合
は
年
々
減
少

14

し
、
1
9
9
5
年
に　

％
だ
っ
た
の
が
、
2
0
2
5
年
に
は

16

　

％
ま
で
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

13に
対
し
、　

歳
以
上
の
老
年
人
口
の
割
合
は
、
1
9
9
5
年

65

の　

％
か
ら
、
2
0
2
5
年
に
は　

％
ま
で
増
加
す
る
こ
と

15

27

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
は
、
特
に
中
山
間
地

な
ど
に
あ
る
小
規
模
市
町
村
へ
の
影
響
が
大
き
く
、
行
政
体

制
の
再
検
討
を
し
な
け
れ
ば
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
レ
ベ
ル
の

維
持
を
図
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
特

に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
高
齢
社
会
に
対
応
し
て
よ
り
充

実
化
が
求
め
ら
れ
る
行
政
分
野
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
市
町

村
の
単
位
で
は
、
適
切
な
対
応
が
難
し
い
状
況
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

国
・
地
方
を
通
じ
た
財
政
の

著
し
い
悪
化

　

地
方
の
借
入
金
残
高
は
1
9
9
9
年
度
末
で
約
1
7
6

兆
円
、
国
・
地
方
を
合
わ
せ
た
債
務
残
高
は
、
約
6
0
0
兆

円
（
対
G
D
P
比　

％
）
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

121

　

一
般
的
に
小
規
模
市
町
村
ほ
ど
税
財
政
基
盤
は
弱
い
の

で
す
が
、
合
併
に
よ
り
基
盤
を
強
化
し
、
少
子
・
高
齢
社
会

の
中
に
お
い
て
も
、
基
幹
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
支

障
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
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市町村合併の
メリットって
　例えば以下のような利点があります。

地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り

の
広
域
化

　

広
域
的
な
視
点
に
立
っ
た
道
路
や

公
共
施
設
の
整
備
、
土
地
利
用
な
ど
に

よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
よ
り
効
果
的
に

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

環
境
問
題
や
水
資
源
問
題
、
観
光
振

興
な
ど
、
広
域
的
に
調
整
し
た
り
取
り

組
ん
だ
り
す
る
必
要
が
あ
る
課
題
に

つ
い
て
、
施
策
を
有
効
に
展
開
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、
向
上

　

市
町
村
の
規
模
が
大
き
く
な
る
と
、
福
祉
、
保
健
、

土
木
、
建
築
な
ど
の
分
野
で
、
従
来
採
用
が
困
難
で

あ
っ
た
り
、
十
分
に
確
保
で
き
な
か
っ
た
専
門
職
の

採
用
・
増
強
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
専
門
的
か
つ
高

度
な
サ
ー
ビ
ス
に
提
供
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

小
規
模
市
町
村
で
は
設
置
困
難
な
都
市
計
画
、
国

際
化
や
情
報
化
な
ど
を
担
当
す
る
専
任
組
織
・
職
員

を
置
く
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
よ
り
多
様
な
行
政
施

策
の
展
開
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

行
財
政
の
運
営
の
効
率
化
と

そ
の
基
盤
の
強
化

　

総
務
・
企
画
な
ど
の
管
理
部
門
の
効
率

化
が
図
ら
れ
、
サ
ー
ビ
ス
や
事
業
を
直

接
行
う
部
門
な
ど
に
職
員
が
相
対
的
に

多
く
配
置
さ
れ
る
と
と
も
に
、
職
員
数

を
全
体
的
に
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

広
域
的
な
観
点
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
・
文
化
施
設
等
の
公
共
施
設
を
効
率
的

に
配
置
す
る
こ
と
が
で
き
隣
接
地
域
の

中
で
の
類
似
施
設
の
重
複
が
避
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

地
域
審
議
会
と
は
？

　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
合
併
後
も
地

域
住
民
の
声
を
施
策
に
反
映
さ
せ
、
き

め
細
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
さ
せ

る
た
め
に
、
合
併
前
の
市
町
村
の
協
議

に
よ
り
、
合
併
前
の
市
町
村
の
区
域
を

単
位
と
し
て
、
必
要
な
地
域
に
地
域
審

議
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

地
域
審
議
会
は
、
新
市
町
村
に
お
け

る
関
係
区
域
に
関
す
る
事
務
に
関
し
て
、

合
併
市
町
村
の
長
の
諮
問
に
応
じ
て
、

ま
た
必
要
に
応
じ
て
、
意
見
を
述
べ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
市
町
村
の
長
は
、
市
町

村
建
設
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と

き
に
は
、
地
域
審
議
会
が
置
か
れ
て
い

る
場
合
に

は
、
そ
の

意
見
を
聞

か
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
こ
と
と

さ
れ
ま
し

た
。
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会議結果については事務局で公開するとともに、今後はホームページでも公開してまいります。
また、会議は原則公開としておりまして、傍聴もすることができますので、よろしければおこしください。

市町村合併の手続きの概要�

1
合併協議会�
の設置及び�
協議�

合併関係市町村�

A市�

A市議会�
の 議 決 �

B町�

B町議会�
の 議 決�

合併に関する事前協議等�

合併協議会の設置�
　合併協議会は、合併を行うこと自体の可否も含めて合併に関
するあらゆる事項の協議を行う組織です。市町村建設計画の作
成その他合併に関するあらゆる協議を事前に行う場であること
などを考えると、合併関係市町村が事前に話し合いを行う場とし
ての合併協議会を設けることが必要です。�

　市町村建設計画は、市町村の合併に際し、合併
関係市町村の住民に対して合併市町村の将来に
関するヴィジョンを示し、これによって住民が合併の
適否を判断するという、いわば合併市町村のマスタ
ープランとしての役割を果たすものです。この市町
村建設計画を基礎として様々な財政措置が講じら
れることとなっています。�

合併に係る�
協　　　議� 市町村建設計画�

に 係 る 協 議�

市町村建設計画�
の作成又は変更�

届出の受理�

都道府県知事�

協　　　議�
回　　　答�

報告の受理�
報告の受理�

総務大臣�

22
合併の申請�
及び処分�

A市議会の議決� B町議会の議決�

合併の申請書の作成�
申請書の受理�

都道府県議会�
の　議　決�

合併（廃置分合）�
の　決　定�

合併（廃置分合）の効力の発生�

協　　　議�
（同意を要する）�
回　　　答�

（市の廃置分合の場合のみ）�

届　　　出�

1

告　　　示�

　

市
町
村
の
合
併
と
は
、
市
町
村
の
廃
置
分
合
（
合
体
、

編
入
、
分
割
、
分
立
）の
う
ち
、
少
な
く
と
も
1
つ
以
上

の
市
町
村
の
数
が
減
少
（
市
町
村
の
法
人
格
の
消
滅
）
す

る
も
の
で
す
。

　

合
併
の
形
態
は
、
新
設
合
併
（
い
わ
ゆ
る
対
等
合
併
）

と
編
入
合
併（
い
わ
ゆ
る
吸
収
合
併
）に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

新
設
合
併
は
、
A
町
と
B
町
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を

も
っ
て
C
町
を
設
置
す
る
よ
う
な
場
合
を
い
い
ま
す
。

　

編
入
合
併
は
、
図
の
よ
う
に
、
D
町
を
廃
し
、
そ
の
区

域
を
E
町
に
編
入
す
る
処
分
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　

な
お
、
市
町
村
の
合
併
に
よ
り
そ
の
区
域
の
全
部
ま

た
は
一
部
が
合
併
市
町
村
の
区
域
の
一
部
と
な
る
こ
と

が
予
定
さ
れ
て
い
る
市
町
村
を
合
併
関
係
市
町
村
と
呼

び
、
合
併
に
よ
っ
て
で
き
た
市
町
村
を
合
併
市
町
村
と

呼
び
ま
す
。

合併の手続きって
どうなるの

市町村の合併に至
るまでの手続きは
図のようになって
います。

　
　
　
　
　
新
居
浜
市
・
別
子
山
村
合
併
協
議
会
事
務
局
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792
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8585　
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媛
県
新
居
浜
市
一
宮
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1
丁
目
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号
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新
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役
所
内
）　
T
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0897）

65
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1231
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